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財
政
事
情
の
公
表

平
成
十
二
年
度
の
一
般
会
計
決

算
額
は
、
歳
入
百
四
十
七
億
七
百

二
十
三
万
五
千
円
（
予
算
現
額
に

対
す
る
収
入
割
合
は
九
十
七
・

五
％
）
に
対
し
、
歳
出
百
四
十
億

七
千
四
万
一
千
円
（
予
算
現
額
に

対
す
る
支
出
割
合
九
十
三
・
三
％
）

で
、
形
式
収
支
は
六
億
三
千
七
百

十
九
万
四
千
円
と
な
り
、
こ
れ
よ

り
翌
年
度
繰
越
財
源
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
は
三
億
八
百
六
万
七

千
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
基
金
積
立
金
な
ど
を
加
減

し
た
実
質
単
年
度
収
支
も
、
一
億

三
千
四
百
四
十
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
や
下
水

道
事
業
な
ど
の
全
て
の
特
別
会
計
、

並
び
に
市
立
病
院
事
業
及
び
水
道

事
業
の
各
企
業
会
計
に
つ
い
て
も

黒
字
決
算
と
な
り
、
本
市
の
全
て

の
会
計
で
健
全
財
政
が
堅
持
で
き

ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
、

前
年
度
に
対
し
九
億
八
千
四
百
十

九
万
四
千
円
（
七
・
二
％
）
の
増

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
主
な
要
因
は
、

韮
崎
東
中
学
校
改
築
事
業
並
び
に

甘
利
小
学
校
増
築
事
業
に
伴
う
公

立
学
校
施
設
整
備
費
負
担
（
補
助
）

金
な
ど
国
庫
支
出
金
（
三
億
二
千

九
百
六
十
三
万
九
千
円
、
二
十

八
・
七
％
の
増
）、
ま
た
、
利
子
割

交
付
金
（
一
億
三
千
百
二
十
七
万

九
千
円
、
十
七
・
七
％
の
増
）、
平

成
十
一
年
四
月
導
入
の
地
方
特
例

交
付
金
（
四
千
六
百
九
十
万
九
千

円
、
四
十
七
・
六
％
の
増
）
な
ど

で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
歳
出
決
算
額
は
、
前
年

度
に
対
し
八
億
七
百
七
十
四
万
六

千
円
（
六
・
一
％
）
の
増
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に

よ
る
民
生
費
（
二
億
七
千
三
百
四

十
九
万
一
千
円
、
十
二
・
七
％
の

増
）、
県
営
事
業
負
担
金
並
び
に
特

定
農
山
村
特
別
対
策
事
業
に
よ
る

農
林
水
産
業
費
（
二
億
一
千
四
百

五
十
五
万
九
千
円
、
二
十
・
九
％

の
増
）、
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

の
完
了
に
よ
る
消
防
費
（
三
億
一

千
七
百
四
十
万
四
千
円
、
四
十

五
％
の
減
）、
ま
た
、
韮
崎
東
中
学

校
改
築
事
業
並
び
に
甘
利
小
学
校

増
築
事
業
に
よ
る
教
育
費
（
十
六

億
八
千
七
百
七
十
一
万
九
千
円
、

百
十
五
・
四
％
の
増
）、
一
昨
年
の

文
化
ホ
ー
ル
建
設
事
業
債
の
繰
上

償
還
完
了
に
よ
る
公
債
費
（
七
億

四
千
四
百
二
十
三
万
七
千
円
、
三

十
五
・
三
％
の
減
）
な
ど
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
「
財
政
事
情
の
公
表
」
は
、
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
ど
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
を
市
民
の
皆
様
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
六

月
と
十
一
月
、
広
報
に
よ
り
公
表
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
平
成
十
二
年
度
決
算
状
況
の
ほ
か
、
平
成
十
三
年
度
上
半
期
の
補
正

予
算
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
は
、
地
方
分
権
推
進
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、
国
・
地
方
を
対

等
・
協
力
の
関
係
に
置
く
地
方
分
権
に
伴
い
、
行
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
が
本
格

化
す
る
中
で
人
間
性
を
重
視
し
た
市
政
の
推
進
を
基
本
に
、
少
子
・
高
齢
化
、
環

境
保
全
、
教
育
・
福
祉
の
充
実
な
ど
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、

市
民
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
き
め
細
や
か
な
施
策
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

韮
崎
市
告
示
第
二
十
四
号

地
方
自
治
法
第
二
四
三
条
の
三
及
び
韮
崎
市

財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
、
平
成
十
三
年
九
月
三
十
日
現
在
に
お

け
る
韮
崎
市
の
財
政
事
情
を
次
の
と
お
り
公
表

す
る
。

平
成
十
三
年
十
一
月
一
日

韮
崎
市
長
　
小
　
野
　
修
　
一

決
算
審
査
の
結
果

韮
崎
市
監
査
委
員
は
、
平
成
十
三
年
六
月
二

十
五
日
か
ら
七
月
十
八
日
ま
で
、
平
成
十
二
年

度
韮
崎
市
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
並
び
に

各
企
業
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
各
会
計
と
も
適
正
に
執
行
さ
れ
て

い
る
も
の
と
認
め
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
八
月
二
十
二
日

韮
崎
市
監
査
委
員
　
金
　
丸
　
慶
　
次
　

同
　
　
　
　
清
　
水
　
　
一

健健健健
全全全全
財財財財
政政政政
をををを
堅堅堅堅
持持持持

前前前前
年年年年
度度度度
とととと
比比比比
較較較較
しししし
てててて

穴山デイサービスセンター「なごみの郷」
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財
政
事
情
の
公
表

平成12年度決算の状況（一般会計）

財政用語集　歳入（収入の部）
用　語
市税
地方消費税交付金
地方交付税
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
繰入金
分担金及び負担金
諸収入
市債
その他
地方譲与税
利子割交付金
ゴルフ場利用税交付金
特別地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
繰越金
財産収入
寄付金

解　説
皆さんが納めた市民税等
国の消費税からの一部
国税からの交付されるお金
住民票の手数料や公共施設使用料
市の特定事業に対する国の補助金
市の特定事業に対する県の補助金
定期預金（基金）を崩したお金
保育料など受益者の負担したお金
預金利子等
事業のため市が借りた借入金

自動書車重量税等の一部
県からの利子割りの一部
ゴルフ場利用税の一部
宿泊等に係る税金の一部
自動車取得税の一部
国からの財源補てん金
交通反則金等を財源とした一部
前年度で余ったお金
市有財産等を貸付けて得たお金
寄付金

用　語
総務費
民生費
衛生費
農林水産業費
土木費
教育費
公債費
その他
議会費
労働費
商工費

消防費
諸支出金

解　説
事務共通経費と戸籍・選挙・徴税などの事務経費
社会福祉関係・生活保護・保育園運営経費など
健康増進やゴミ処理・火葬場経費など
農道・水路整備や農林業振興経費など
道路・河川整備や住宅・公園街路の維持経費など
小中学校の運営経費や社会教育全般の経費など
借入金の返済金

議会活動に要する経費
勤労者の福祉向上を目的とした経費
商工業や観光の振興に要する経費
（市民祭りや中小企業資金融資など）
消防施設整備や防災対策に係る経費
市の普通財産などの取得に要する経費

（旭駐在所用地など）

財政用語集　歳出（支出の部）

詳
　
　
細

詳
　
　
細

その他（内訳）
地方譲与税
利子割交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
繰越金
財産収入
寄付金

金　　　額
1億3,970万1千円　
1億7,118万9千円　
4,415万3千円　
9,635万5千円　

1億4,548万6千円　
623万8千円　

4億6,074万6千円　
3,077万5千円　
1,871万5千円

構成費
（0.9％）
（1.2％）
（0.3％）
（0.7％）
（1.0％）
（0.0％）
（3.1％）
（0.2％）
（0.1％）

その他（内訳）
議会費
労働費
商工費
消防費
災害復旧費

金　　額
1億8,692万8千円　
3,257万9千円　

3億6,808万7千円　
3億8,758万円　
2,373万円　

構成費
（1.3％）
（0.2％）
（2.6％）
（2.8％）
（0.2％）

その他11億1,335万8千円（7.6％） 

市債  11億5,090万円（7.8％） 

諸収入  3億4,249万3千円（2.3％） 

分担金及び負担金  5,034万9千円（0.3％） 

繰入金  6億8,607万9千円（4.7％） 

県支出金  8億8,947万円（6.0％） 

国庫支出金  14億7,982万7千円（10.1％） 

使用料及び手数料  5億3,950万8千円（3.7％） 

地方消費税交付金  3億3,028万8千円（2.2％） 

市税 
42億9,122万4千円 
（29.2％） 

地方交付税 
38億3,373万9千円 
（26.1％） 

その他  9億9,890万4千円（7.1％） 

公債費  13億6,175万7千円（9.7％） 

教育費 
31億5,003万8千円 
（22.4％） 

土木費  14億9,140万円（10.6％） 

農林水産業費  12億4,065万7千円（8.8％） 

衛生費  9億9,923万円（7.1％） 

民生費 
24億3,520万9千円 
（17.3％） 

総務費 
23億9,284万6千円 
（17.0％） 

歳入総額 147億723万 5 千円

歳出総額 147億7,004万 1 千円



人件費 
23億3,539万7千円 
（16.6％） 

物件費 
16億3,663万5千円 
（11.6％） 

扶助費 
7億6,416万6千円 
　　　　（5.4％） 

補助費等 
12億6,241万7千円 
　　　　  （9.0％） 

積立金 
7億6,571万2千円（5.4％） 

繰出金  8億1,425万5千円（5.8％） その他  3億6,659万7千円（2.6％） 

普通建設事業費 
47億6,310万4千円 
（33.9％） 

公債費 
13億6,175万8千円 
（9.7％） 

－4－

平成12年度決算の状況 一般会計性質別、特別・企業会計

■企業会計

■特別会計

■一般会計歳出の性質別内訳

企業債現在高　　　　　　　　　　　　　4,301,939

（単位：千円）

会計名

韮崎市立病院事業

企業債現在高　　　　　　　　　　　　　　888855,,774499

区　分

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

決算額

2,334,442

2,327,358

57,193

167,261

資本的収支補てん財源

過年度分損益勘定留保資金 109,891

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 177

業務量

延患者数（人）

入院 61,152

外来 111,727

合計 172,879

（単位：千円）

区　分

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

簡 易 水 道

下 水 道 事 業

恩賜林保護財産区(7会計)

甘 利 山 財 産 区

歳　入

1,969,785

2,774,058

20,949

1,396,495

16,596

2,307

歳　出

1,872,083

2,735,908

20,799

1,396,370

16,403

2,166

（単位：千円）

会計名

韮 崎 市
水道事業

区　分

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

業　務　量

総配水量（m3） 4,550,982

有収水量（m3） 3,765,069

給水戸数（戸） 9,586

給水人口（人） 27,467

資本的収支補てん財源

過年度分損益勘定留保資金　　　　 14,725

当年度分損益勘定留保資金　　　　147,409 

当年度分消費税資本的収支調整額　　6,503

決算額

735,453

727,035

128,443

297,080

その他の内訳
維持補修費 68,182千円（0.5％）
投資及び出資金 45,000千円（0.3％）
貸付金 229,685千円（1.6％）
災害復旧事業費 23,730千円（0.2％）

財
政
事
情
の
公
表

区分
人件費
物件費

扶助費

補助費等

普通建設事業費
積立金

繰出金

その他
維持補修費
投資及び出資金

貸付金

解説
議員・特別職・職員の給与等の総称
光熱水費・消耗品費・委託料などの消費
的経費
生活保護法・児童福祉法に基づき被扶助
者に支給する費用
市民団体や広域行政事務組合、公営企業
（市立病院、水道）への補助金や負担金
道路・水路・農道・市営住宅・学校など
公的施設の建設・改修経費
小中学校整備基金をはじめとする市の各
種基金への積立金
国民年金や老人保健などの特別会計に対
する運営費補助等の経費

公共施設の維持補修費
武田の里文化振興協会・信用保証協会な
どへの出資金及び出損金
勤労者住宅建設資金・中小企業経営振興
資金などの各種貸し付け制度に基づく貸
付金

財政用語集（性質別）



0 10億 20億 30億 40億 50億 

交付税補てん見込み額 

市負担額 

補てん率 

上水道一般会計出資債 

山梨県貸付金 

臨時税収補てん債 

減税補てん債 

公共事業等臨時特例債・調整債 

臨時財政特例債 

財源対策債 

厚生福祉施設整備事業債 

災害復旧事業債 

辺地対策事業債 

義務教育施設整備事業債 

公営住宅建設事業債 

一般単独事業債 

一般公共事業債 

4億3,793万2千円 

6億1,799万円 

25億1,541万2千円 20億207万円 

4億6,896万2千円 

9億552万2千円 6億2,658万円 

2,330万5千円 

9,321万6千円 

316万2千円 

4,712万7千円 

2億668万1千円 

766万3千円 

3億877万9千円 

1億3,621万円 

1億2,613万4千円 

9億3,306万3千円 

2億2,160万円 

2億5,320万円 

1億5,192万円 

18億6,566万7千円 18億6,566万6千円 

10億5,592万2千円　58.5％ 

4億6,896万2千円　0.0％ 
45億1,748万2千円　44.3％ 

15億3,210万2千円　40.9％ 

1億1,652万1千円　80.0％ 

6,832万1千円　93.7％ 

2億668万1千円　0.0％ 

3億1,644万2千円　97.6％ 

1億3,621万円　100.0％ 

1億2,613万4千円　100.0％ 

9億3,306万3千円　100.0％ 

2億2,160万円　100.0％ 

4億512万円　37.5％ 

37億3,133万3千円　50.0％ 
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平成12年度末市債現在高合計 138億1,786万1千円
市負担額 66億8,750万6千円
交付税補てん見込み額 71億3,035万5千円
補てん率 51.6％

市債現在高の状況 一般会計平成12年度末現在高

市では、市民福祉の向上のため、市民生活全般にわたり各種事業を展開しています。通常の場合、これら
の経費は市税・地方交付税・国県支出金など、その年度内に調達される収入をもって賄われるのが原則です。
しかしながら、事業効果が後世まで及ぶ施設・道路などの建設事業、また突発的に事業の執行を余儀なくさ
れる災害復旧事業などについては、市債（借入金）を財源とし、世代間公平の観点から、後世の住民にも負
担してもらうことが適当であるとされています。
平成12年度末の市債現在高は、138億1,786万 1 千円で、東中学校改築事業等により前年度に比して 2 億

4,323万 5 千円（1.8％）の増額となりました。また、同年度中の市債発行（借入）額は、11億5,090万円（前年
比△5.2％）であります。
なお、これら市債の償還については、地方交付税等による財源措置（グラフ参照）があり、後年度の市の
実質的負担は、軽減されるものであります。

※一般単独事業債：市単独で実施する道路・施設整備事業にかかる市債
※上水道一般会計出資債：塩川ダム建設による峡北広域水道企業団出資金にかかる市債

財
政
事
情
の
公
表
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市民一人当たりの行政サービス費用 平成12年度決算

主な投資的事業　平成12年度決算

普通建設事業費

143,857円
行政サービス費

424,948円

国保医療サービス費

171,123円
積立金（基金積立金）

23,126円
公債費（市債の償還金）

41,128円

（平成13年４月１日現在）

人　口 33,110人

世帯数 11,527世帯

都市計画用途
区域内人口 8,343人

都市計画用途
区域内世帯 3,210世帯

国保被保険者数 10,940人

国保世帯数 5,364世帯

東中学校改築事業……………………… 1,336,100千円
甘利小学校増築事業 …………………… 323,684千円
韮崎小学校用地公有化事業 ……………… 83,504千円
白山城跡公有化事業 …………………… 102,603千円

人間都市の育成（教育・文化・コミュニティー）

保健福祉センター管理事業（用地）…… 100,000千円
保育園施設整備事業 ……………………… 38,201千円
デイサービスセンター建設事業（穴山） 32,879千円
市立病院医療機器整備事業 …………… 118,297千円

安心都市の確立（福祉・保健・医療）

公共下水道整備事業 …………………… 875,002千円
上水道施設整備事業……………………… 189,248千円
釜無川河川緑地整備事業 ……………… 128,085千円
釜無川流域下水道整備事業 ……………… 58,751千円

快適都市の実現（生活環境）

釜無川右岸農免農道整備事業…………… 202,002千円
土地改良事業（ …………………………… 129,578千円
塩川地区圃場整備事業 ………………… 89,842千円

産業都市の推進（産業）

市単独道路整備事業 ………………………284,481千円
地方特定道路整備事業 ……………………39,987千円
（市道竜岡１号線・神山１号線・清哲２号線）
都市計画街路整備事業 ……………………21,835千円
（韮崎本町通り線）

青年都市の創造（都市基盤）

財
政
事
情
の
公
表
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財
政
事
情
の
公
表

市民一人当たりの市税負担状況 平成12年度決算

会　計　名

韮崎市立病院事業

韮崎市水道事業

区　分
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

資本的収支補てん財源

過年度分損益勘定留保資金 92,618

過年度分損益勘定留保資金 14,725
当年度分損益勘定留保資金 172,751
当年度分消費税資本的収支調整額 16,104

当初予算額
2,322,892
2,322,892

1
92,619
756,600
756,600
110,281
313,861

予算現額
2,322,892
2,322,892

1
92,619
756,600
756,600
110,281
313,861

（単位：千円）

区　分
一 般 会 計
特 別 会 計

国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
簡 易 水 道
下 水 道 事 業
介 護 保 険
介 護 サ ー ビ ス 事 業
恩賜林保護財産区(7会計)
甘 利 山 財 産 区

計

当初予算額
11,930,000
7,810,549
2,097,126
3,048,129
39,529

1,310,816
1,287,162
16,542
5,058
6,187

19,740,549

内
　
　
　
　
訳

繰越事業費等
717,821
8,400

8,400

726,221

２号補正額
406,129
91,977
20,974

10,000
7,443
46,878

6,682

498,106

１号補正額
89,729
2,966

2,296

670

92,695

予算現額
13,143,679
7,913,892
2,118,100
3,048,129
49,529

1,320,555
1,342,440
17,212
11,740
6,187

21,057,571

（単位：千円）

■企業会計

■一般会計・特別会計

予算の補正等の状況　平成13年度上半期

固定資産税（個人） 28,154円
（法人） 34,564円

特別土地保有税　　　　 367円
市民税（個人） 34,813円

（法人） 20,702円 国民健康保険税　　　70,071円

軽自動車税　　1,569円 市たばこ税　　6,820円
都市計画税（個人）3,365円

（法人）1,447円 入湯税　　42円
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市
制
施
行
47
周
年
記
念
式
典
が
、
韮
崎
市
役
所
4
階
大
会
議

室
で
10
月
10
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
の
席
上
、
昨
年
12
月
市
議
会
に
お
い
て
名
誉
市
民

に
推
挙
さ
れ
た
大
村
智
氏
に
名
誉
市
民
顕
彰
状
が
贈
与
さ
れ
た

ほ
か
、
こ
れ
ま
で
市
政
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
に
対

し
、
市
長
よ
り
表
彰
状
・
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

☆
名
誉
市
民
顕
彰
状
贈
与

大
村
　
智

（
神
山
町
）

☆
功
労
表
彰

伏
見
　
吉
男
（
清
哲
町
）

嶋
田
　
敬
心
（
甲
府
市
中
央
二
）

新
藤
　
稔
　
（
穴
山
町
）

中
島
　
妙
子
（
円
野
町
）

藤
原
さ
か
え
（
中
田
町
）

青
山
　
晃
次
（
清
哲
町
）

☆
善
行
表
彰

保
坂
　
重
雄
（
韮
崎
町
上
ノ
山
）

田
原
　
悦
子
（
富
士
見
三
丁
目
）

岩
下
　
千
代
（
本
町
一
丁
目
）

姉姉姉姉
妹妹妹妹
都都都都
市市市市
締締締締
結結結結
33330000
周周周周
年年年年
記記記記
念念念念
事事事事
業業業業
とととと
しししし
てててて

フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
長
一
行
来
韮

昭
和
46
年
に
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
と
姉
妹
都
市
を
締
結
し
て
か
ら
今
年
で

30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
10
月
５
日
、
ア
メ
リ

カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
よ
り
、
市
長
を
始
め
一
行
14

人
を
迎
え
ま
し
た
。
一
行
は
滞
在
期
間
中
市
内
の
各
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し

国
際
交
流
を
深
め
る
ほ
か
、
姉
妹
都
市
締
結
30
周
年
の
記
念
植
樹
や
武
田
の
里

ま
つ
り
「
武
田
勝
頼
公
新
府
入
城
祭
り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

大村智氏に名誉市民顕彰状が贈与

一
行
は
、
５
日
夜
に
来
韮
し
市
内
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
一
夜
を
過
ご
し
翌

６
日
朝
に
小
野
市
長
へ
表
敬
訪
問
を
行

な
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
歓
迎
式
典
に

出
席
さ
れ
、
国
際
交
流
実
行
委
員
会
の

方
や
市
民
の
方
々
、
市
役
所
職
員
な
ど

に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
市
内
保
育
園
の

園
児
か
ら
は
来
韮
さ
れ
た
全
員
に
花
束

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
席
上
、
小
野
市
長
よ
り
ジ
ョ

ー
ジ
・
ペ
テ
ィ
グ
ロ
ー
ブ
フ
ェ
ア
フ

ィ
ー
ル
ド
市
長
に
「
韮
崎
市
国
際
親
善

特
別
名
誉
市
民
」
の
称
号
の
贈
与
が
行

な
わ
れ
、
長
年
に
渉
り
本
市
と
の
友
好

親
善
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
讃
え
ら
れ

ま
し
た
。

ジョージ・ペティグローブ
フェアフィールド市長
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時時時時
をををを
超超超超
ええええ
タタタタ
イイイイ
ムムムム
カカカカ
ププププ
セセセセ
ルルルル
がががが

掘掘掘掘
りりりり
起起起起
ここここ
ささささ
れれれれ
まままま
しししし
たたたた

☆
し
ら
か
ば
表
彰

小
泉
ゑ
い
子
（
穴
山
町
）

全
日
本
写
真
連
盟
韮
崎
支
部

☆
感
謝
状

松
井
　
琢
美
（
松
本
市
神
林
）

中
澤
　
春
樹
（
白
根
町
百
々
）

小
宮
山
　
恒
（
高
根
町
村
山
西
割
）

韮
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
韮
崎

韮
崎
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

今
か
ら
17
年
前
、
韮
崎
市
市
制
施
行
30
周
年
、
新
庁
舎
落
成
、

佳
木
斯
市
友
好
都
市
締
結
を
記
念
し
て
埋
設
さ
れ
た
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
が
、
21
世
紀
を
迎
え
た
本
年
の
10
月
10
日
に
掘
り
起
こ

さ
れ
ま
し
た
。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
は
、
昭
和

59
年
当
時
の
長
期
計
画
や
予
算
書

な
ど
、
市
政
に
関
す
る
諸
資
料
や

将
来
に
夢
を
託
し
た
小
中
学
生
の

作
文
・
絵
画
を
合
わ
せ
47
点
の

品
々
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
庁
舎

ロ
ビ
ー
で
行
な
わ
れ
た
開
蓋
式
典

に
お
い
て
、
当
時
の
市
長
で
あ
る

内
藤
登
名
誉
市
民
を
始
め
と
す
る

埋
設
時
の
関
係
者
を
迎
え
て
、
17

年
ぶ
り
に
再
会
し
た
も
の
で
す
。

当
時
、
穴
山
小
学
校
の
６
年
生

で
『
21
世
紀
』
と
題
し
た
作
文
を

入
れ
た
嶋
津
か
お
り
さ
ん
は
、

「
作
文
を
読
み
返
し
少
し
照
れ
く

さ
い
け
ど
、
昔
の
自
分
に
再
会
で

き
て
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。」

と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「キエコ・ウイタカ夫妻」の記念碑の前で
キエコさんの娘さんと親戚の方が市長と記念撮影

埋埋設設さされれてていいたた作作品品とと来来賓賓のの方方々々埋埋設設さされれてていいたた作作品品とと来来賓賓のの方方々々

ま
た
、
翌
７
日
に
は
、
韮
崎
市
中
央
公
園
で
姉
妹
都
市

締
結
30
周
年
記
念
と
し
て
、「
花
水
木
」
を
記
念
植
樹
す

る
と
共
に
、
30
年
の
長
年
に
渉
り
韮
崎
市
と
フ
ェ
ア
フ
ィ

ー
ル
ド
市
の
橋
渡
し
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
「
キ
エ
コ
・
ウ

イ
タ
カ
夫
妻
」
の
功
績
を
讃
え
る
た
め
韮
崎
・
フ
ェ
ア
フ

ィ
ー
ル
ド
交
流
協
会
の
建
立
し
た
記
念
碑
の
除
幕
式
を
行

な
い
ま
し
た
。

昼
に
は
武
田
の
里
ま
つ
り
「
武
田
勝
頼
公
新
府
入
城
ま

つ
り
」
に
参
加
し
、
韮
崎
市
の
お
祭
り
を
堪
能
し
て
い
ま

し
た
。

30周年を記念して
「 花 水 木 」
を植樹しました
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譲
渡
所
得
に
は
多
く
の
特
別
措
置
が

あ
り
、
大
変
複
雑
で
確
定
申
告
の
期
間

中
は
申
告
会
場
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
相
談
に
十
分
応
じ
ら
れ
な
い

場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
土
地
・
建
物
等
を
譲
渡
し

た
り
交
換
し
た
方
を
対
象
に
、
毎
年
11

月
と
1
月
に
税
務
署
と
共
同
で
確
定
申

告
の
準
備
調
査
と
し
て
「
譲
渡
内
容
の

お
尋
ね
」
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

譲
渡
代
金
等
の
内
容
を
指
定
の
用
紙
に

記
載
し
、
契
約
書
・
領
収
書
な
ど
を
添

付
し
て
提
出
し
て
い
た
だ
け
ば
、
確
定

申
告
は
短
時
間
で
済
ま
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

日
　
時
　
11
月
28
・
29
・
30
日

会
　
場
　
市
役
所
一
階
防
災
会
議
室

対
象
者

土
地
・
建
物
等
を
譲
渡
し
た

り
交
換
さ
れ
た
方
（
市
か
ら
通

知
し
ま
す
が
、
通
知
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
譲
渡
の
あ
っ
た
方

は
お
い
で
下
さ
い
）

確
定
申
告
の
前
に

「
譲
渡
内
容
の
お
尋
ね
」
を

済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う

持
ち
物

お
尋
ね
指
定
用
紙
、
売
買
契

約
書
、
売
買
に
係
る
費
用
の
領

収
書
、
印
鑑

譲
渡
所
得
の
税
金
は

譲
渡
所
得
に
対
す
る
税
金
は
「
分
離

課
税
」
と
い
う
方
法
で
、
他
の
所
得
と

は
区
別
し
て
計
算
し
ま
す
。
ま
た
土

地
・
建
物
を
売
っ
た
年
の
1
月
1
日
ま

で
の
所
有
期
間
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に

取
り
扱
い
が
分
か
れ
ま
す
。

市内事業所の方へ

年末調整説明会のお知らせ
日　時　11月15日 午後 1 時～ 4 時

場　所　韮崎市文化ホール（小ホール）
※説明会に先立ち関係書類を配布しますの
で時間には余裕をもってご参加ください。

税 を 知 る 週 間
11月11日～17日

土
地
・
建
物
な
ど
の
資
産
を
売
っ
て
得
た
所
得
は
「
譲
渡
所
得
」
と
し
て
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
資
産
を
交
換
し
た
場
合
（
金
銭
の
授
受
が
な
く
て
も
）
に
も
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
税
法
上
の
特
例
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
確
定
申
告
を
ス
ム
ー
ズ
に
済
ま
せ
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？
確
定
申
告
の
前
に
『
譲
渡
内
容
の
お
尋
ね
』
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

土土
地地
・・
建建
物物
をを
売売
っっ
たた
とと
きき
はは

確確確確
定定定定
申申申申
告告告告
がが
必必
要要
でで
すす

◆
長
期
譲
渡
所
得

所
有
が
5
年
を
超
え
る
場
合

◆
短
期
譲
渡
所
得

所
有
が
5
年
以
下
の
場
合

な
お
、短
期
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
、

よ
り
複
雑
な
課
税
方
法
と
な
り
、
長
期

と
は
異
な
る
税
率
と
な
り
ま
す
の
で
調

査
の
当
日
係
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
税
務
室
市
民
税
係

（
�
内
線
1
5
2
〜
1
5
4
）

譲
渡
所
得
の
お
尋
ね
調

査
に
お
い
で
く
だ
さ
い

県
よ
り
お
知
ら
せ

県
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
電

話
加
入
権
の
公
売
を
行
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
左
記
ま
で
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
総
合
県
税
事
務
所
調
査
収
納
課

０
５
５
│
２
２
３
│
３
６
１
５

市
税
は
、
福
祉
・
教
育
・
土
木
事
業
な
ど
、
す
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。
市
政
の
円
滑
な
推
進
に
、

市
税
が
有
効
活
用
さ
れ
る
よ
う
納
期
内
納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

韮
崎
市
で
は
、
税
金
の
納
入
が
納
期
内
に
な
さ
れ
な
い
場
合
、
以

下
の
と
お
り
滞
納
整
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

市税の納期限を過ぎますと督促状
の発送を行い、納税をお願いして
おります。

督促状発送後は、催告書・電話に
よる催告及び家庭訪問などの方法
で納税をお願いしております。

さらに、納税相談等なされず、納
税の意思がない場合、不動産・債
権・給与等について調査を行い、
差押えを執行することになります。

なお、納期内納税ができない場合など、
納税についてのご相談は、
企画財政課　税務室収納係

（ 内線１５５・１５６）

平平平平
成成成成
11114444
年年年年
１１１１
月月月月
かかかか
らららら

所所所所
得得得得
税税税税
のののの
確確確確
定定定定
申申申申
告告告告
書書書書
がががが
新新新新
しししし
くくくく
なななな
りりりり
まままま
すすすす

納
税
者
の
方
々
か
ら
改
善
の
要
望
に

お
答
え
し
て
、
平
成
14
年
１
月
か
ら
使

用
す
る
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
新
し

く
し
ま
し
た
。

様
式
を
２
種
類
に

現
在
の
６
種
類
あ
る
申
告
書
を
２

種
類
に
統
合
し
ま
し
た
。

用
紙
が
Ａ
４
サ
イ
ズ
に

「
用
紙
が
扱
い
に
く
い
」
と
い
う

声
に
お
答
え
し
ま
し
た
。

用
紙
が
２
枚
に
！

裏
面
か
ら
表
面
へ
の
転
記
の
煩
わ

し
さ
を
改
善
し
ま
し
た
。

記
載
欄
を
整
理

申
告
書
の
小
さ
い
文
字
の
説
明
文
や

計
算
式
を
整
理
し
、
見
や
す
い
様
式

に
し
ま
し
た
。

分
離
課
税
用
な
ど
が
別
表
に

申
告
書
の
統
合
に
よ
り
分
離
課
税
用

申
告
書
と
喪
失
申
告
書
、
修
正
申
告

書
を
別
表
に
し
ま
し
た
。

申
請
書
の
見
本
は
、
税
務
室
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
。
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

（h
ttp://w

w
w
.nta.go.jp

）
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今
日
の
環
境
問
題
は
、
私
た
ち
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
社
会
経
済
活
動
な
ど

に
よ
り
、
水
質
汚
濁
、
ご
み
処
理
な
ど

の
身
近
な
問
題
か
ら
、
地
球
温
暖
化
、

オ
ゾ
ン
層
破
壊
と
い
っ
た
地
球
規
模
で

の
環
境
問
題
を
引
き
お
こ
し
て
い
ま
す
。

韮
崎
市
で
は
環
境
問
題
に
つ
い
て
正

し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
、
快
適
で
豊

か
な
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

環
境
講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
　
時

平
成
13
年
12
月
4
日

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

場
　
所

韮
崎
市
役
所
４
階
大
会
議
室

内
　
容
　

「
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向
け
、

今
私
た
ち
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
」

講
　
師

富
士
常
葉
大
学

環
境
防
災
学
部
助
教
授

生
活
環
境
評
論
家

松
田
美
夜
子

先
生

●
問
い
合
わ
せ
　

市
民
生
活
課
環
境
室

（

内
線
1
2
2
）

《《《《
不不不不
法法法法
投投投投
棄棄棄棄
防防防防
止止止止
対対対対
策策策策

モモモモ
デデデデ
ルルルル
事事事事
業業業業
のののの
実実実実
施施施施
》》》》

市
内
の
不
法
投
棄
拠
点
場
所
の
根

絶
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
不

法
投
棄
廃
棄
物
の
収
集
な
ど
に
よ
り
、

散
乱
ご
み
の
な
い
環
境
づ
く
り
を
市
民

の
み
な
さ
ん
と
協
働
で
進
め
、
モ
ラ
ル

の
向
上
と
不
法
投
棄
防
止
の
機
運
づ
く

り
を
図
り
、
快
適
で
豊
か
な
環
境
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
不
法
投
棄
防
止

対
策
モ
デ
ル
事
業
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

日
　
時
　
　

平
成
13
年
11
月
17
日

場
　
所
　
　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
市
内
24
箇
所

廃
棄
物
不
法
投
棄
場
所

内
　
容

各
地
区
不
法
投
棄
廃
棄
物
の
処
理

※
開
始
式
を
午
前
９
時
よ
り
韮
崎
市
立

韮
崎
西
中
学
校
校
庭
で
開
催
し
ま
す
の

で
、
関
係
者
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《《《《
環環環環
境境境境
講講講講
演演演演
会会会会
開開開開
催催催催
》》》》

有有有有
害害害害
ビビビビ
デデデデ
オオオオ
自自自自
動動動動
販販販販
売売売売
機機機機
設設設設
置置置置
防防防防
止止止止
にににに
向向向向
けけけけ
てててて

現
在
、
韮
崎
市
で
の
自
動
販
売

機
の
設
置
台
数
は
30
台
と
県
下
の

３
分
の
１
を
占
め
、
自
動
販
売
機

の
周
り
に
は
ビ
デ
オ
の
箱
や
雑
誌

等
が
放
置
さ
れ
る
な
ど
青
少
年
へ

の
悪
影
響
が
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
度
設
置
さ
れ
ま
す
と
撤
去
す

る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
た
め

「
設
置
さ
せ
な
い
」「
買
わ
な
い
」

「
見
せ
な
い
」
の
３
な
い
運
動
を
展

開
し
、
青
少
年
を
す
こ
や
か
に
育

む
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
撤
去
に
む
け
て
「
契

約
更
新
」
は
絶
対
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

業
者
が
土
地
の
借
用
に
来
た
時
の

話
で
は

飲
料
水
の
販
売
、
花
の
種
な
ど
を
販

売
す
る
と
か
、
販
売
調
査
・
市
場
調
査

の
た
め
、
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
話
を

持
ち
か
け
て
き
ま
す
が
、実
際
は
‥
‥
。

設
置
さ
れ
て
か
ら
商
品
を
見
て
驚

い
て
も

実
際
に
販
売
さ
れ
て
い
る
商
品
が
い

か
が
わ
し
い
雑
誌
や
ビ
デ
オ
な
ど
こ
れ

に
類
す
る
も
の
で
驚
き
、
す
ぐ
撤
去
し

な
け
れ
ば
と
業
者
に
電
話
し
て
も
相
手

は
苦
情
を
受
け
入
れ
ま
せ
ん
。

困
っ
て
弁
護
士
に
相
談
を
持
ち
か

け
る
が

飲
料
水
を
売
る
目
的
だ
っ
た
の
で
、

土
地
を
貸
し
た
の
に
実
際
と
違
う
た
め

撤
去
の
相
談
を
し
て
も
、
答
え
は
「
撤

去
で
き
ま
せ
ん
」
で
す
。
理
由
の
一
つ

は
「
口
で
言
っ
た
こ
と
は
証
拠
に
な
ら

な
い
」、
二
つ
目
は
、「
あ
な
た
の
印
が

こ
の
契
約
書
に
押
し
て
あ
り
ま
す
」
と

な
る
か
ら
で
す
。

業
者
の
持
参
す
る
契
約
書
は
業
者

が
有
利

契
約
書
は
よ
く
読
ん
で
、
業
者
の
示

す
契
約
書
で
は
、
5
年
間
は
契
約
の
解

除
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
以
上
の
悪
書
・
有
害
ビ
デ
オ

自
動
販
売
機
設
置
を
防
ぐ
た
め

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

商
品
が
、
書
籍
・
雑
誌
・
写
真
・
ビ

デ
オ
‥
‥
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の

の
場
合
は
、「
青
少
年
育
成
韮
崎
市
民

会
議
」「
韮
崎
市
青
少
年
育
成
推
進
員

連
絡
協
議
会
」
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

悪
書
・
有
害
ビ
デ
オ
自
動
販
売
機
を

減
ら
す
た
め
に
契
約
更
新
は
絶
対
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

事
務
局

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
推
進
室

（

内
線
2
2
2
・
2
2
3
）

平
成
13
年
4
月
よ
り
野
外
で

の
廃
棄
物
の
焼
却
が
禁
止
さ
れ

ま
し
た
。「
公
益
上
若
し
く
は

社
会
の
習
慣
上
や
む
を
得
な
い

廃
棄
物
以
外
の
焼
却
を
し
て
は

な
ら
な
い
。」
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
庭
先
で
ご
み
を
燃
や

す
と
近
所
に
も
迷
惑
で
す
し
、

特
に
ビ
ニ
ー
ル
系
の
ご
み
を
燃

や
す
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
の
有

害
物
質
が
発
生
し
ま
す
。

環
境
を
守
る
た
め
絶
対
に
燃

や
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

家庭ごみは、野外で燃やさないで！家庭ごみは、野外で燃やさないで！
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生涯学習都市宣言20周年記念事業

ままちちづづくくりりフフォォーーララムムのの主主なな日日程程
11月17日
14：05 シンポジウム

「生涯学習を地域で楽しむ」
16：30 交流・交歓会
11月18日
9：30 オープニングコーラス
（韮崎市民合唱団・韮崎シティジュニアコーラス）
9：45 開会式
10：05 市内実践発表 「楽 隊」
（清哲町青木子供クラブ・中谷子供クラブ）

10：20 基調講演
「教育経営としての生涯学習まちづくり」

12：10 分科会〈フォーラム〉
（１）「市民が輝く生涯学習まちづくり」
（２）「子どもの心を育てるまちづくり」
（３）「ふるさとの資源を生かしたまちづくり」

14：20 記念講演
「人生は、出会い・ふれ愛・感動！」

講師：ステージパフォーマー・NHK手話ニュースキャスター

丸　山　浩　路　氏
15：50 閉　会

生
涯
学
習
都
市
宣
言
20
周
年
を

記
念
し
、
来
る
11
月
17
日

〜
18

日

の
二
日
間
、
文
部
科
学
省
の

委
嘱
事
業
と
し
て
、「
全
国
生
涯

学
習
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

に
ら
さ
き
大
会
」
を
開
催
し
、
い

ま
ま
で
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
き

た
実
践
を
踏
ま
え
、
更
に
住
民
主

役
の
個
性
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
活

動
」
に
発
展
す
る
こ
と
を
め
ざ
し

ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
18
日
は
、
昼
食
を
用
意
致
し
ま

す
の
で
、
１
日
を
通
し
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。）

期
　
日

11
月
17
日

〜
18
日

会
　
場

韮
崎
市
文
化
ホ
ー
ル

内
　
容

【
11
月
17
日

大
会
１
日
目
】

（
１
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
２
）
交
流
・
交
歓
会

【
11
月
18
日

大
会
２
日
目
】

（
３
）
基
調
講
演

（
４
）
分
科
会
〈
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉

（
５
）
記
念
講
演

参
加
費

無
料

（
た
だ
し
、
交
流
・
交
歓
会
に
参
加

希
望
の
方
は
、
参
加
費
４
、
０
０
０
円
）

問
合
せ
・
申
込
み

韮
崎
市
教
育
委
員
会
教
育
課

生
涯
学
習
推
進
室
社
会
教
育
係

（

内
線
２
２
３
）

期 日 11月17日(土)～18日(日)
会 場 韮崎市文化ホール

「
現
代
的
課
題
講
座
」
の
一
環
と

し
て
広
域
学
習
県
モ
デ
ル
事
業
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座
を
行
い
ま

す
。そ

の
た
め
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト

（
ワ
ー
ド
）
を
扱
う
事
の
で
き
る
方

（
学
生
も
可
）

募
集
人
数

5
人

応
募
期
限

11
月
20
日

講
座
日
時

12
月
1
日

〜
2
日

午
前
9
時
〜
11
時

学
習
会
場

市
民
会
館
3
階
小
会
議
室

問
い
合
せ
先

峡
北
地
域
振
興
局
企
画
振
興
部

地
域
振
興
課
　
担
当
古
屋

（

２
３
│
３
０
５
７
）

申
込
み
先

韮
崎
市
教
育
委
員
会

教
育
課
生
涯
学
習
推
進
室

（

内
線
２
２
３
）

パ
ソ
コ
ン
教
室

ア
シ
ス
タ
ン
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
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一般書
◆「夢の裂け目」 井上ひさし　著
戦前、戦中を通じて紙芝居屋をしている田中天声の元
にＧＨＱから東京裁判への出廷要請が来た。歌と笑いに
包まれたドラマの中から「東京裁判」の謎とカラクリが
浮かび上がる。歴史の裂け目を探った戯曲。
◆「闇から招く声」 高橋克彦　著
マンションの一室でおびただしい血を流す男女のばら
ばら死体。奥の部屋から漏れてくる少年のすすり泣く声。
江戸末期の天才人形師にして、時代に甦り人情の機微に
通じた名探偵役をつとめる泉目吉が活躍するシリーズ第
３作。
◆「家の匂い町の音」 久世光彦　著
昔、どこの家にも独特の匂いがあり、町には生活の音
があった。いつのころからか、そんな匂いや音が消え、
日本人の心情も変わってしまった。失われゆく日本人の
住まいや暮らし、心ばえに、哀惜と思慕の情を寄せたエ
ッセイ集。

児童書
◆「天地のドラマすごい雷大研究」 かこさとし作
まぶしい光！なりひびく大きな音！雷はどのようにし
ておこるのでしょうか？かみなりについて、かみなり雲
のできかた、雲の中での電気の起こり方など、ひとつひ
とつ順序だてて詳しく説明。雷から身を守る方法も紹介。
◆「サラシナ」 芝田勝茂　作、 佐竹美保　絵
サキは、ゆっくりと体を浮かせてみる。すると、ふわ
りと宙に浮かんだ。飛べる。窓から外に出る。旅が、始
まるのだ。聞こえる。胸の奥に響く、はるかなる時の恋
歌。
◆「わにのスワニー　しまぶくろさんとあそぶの巻」

あべ弘士　絵、中川ひろたか　作
わにのスワニーとシマフクロウのしまぶくろさんをカ
ラフルな絵で描いた楽しい物語。「スワニーでんわをす
る」「しまぶくろさんのおとどけもの」「だるまさんがこ
ろんだであそぶ」の 3 編を収録。

図書館流通センター「週刊新刊全点案内」1242号より ●甘利児童センター
◆パソコン教室（対象：小学生）
11月13日 午後 2 ：30～ 4 ：30
内　容　「年賀はがきをつくろう」
◆お年寄りとの交流会（子育て支援事業）
11月20日 午前 9 ：00～午後 2 ：00
「大草町老人クラブの方との交流会」
◆リサイクルバザー（子育て物品リサイクル事業）
11月22日 午前10：30～11：30
取扱品 育児で不用になった品物で破損・汚れのないもの
バザー品受付　11月13・14日 10:00～12:00/13:00～15:00
◆ビデオ・うたあそび
11月29日 午前10：30～11：30
「ねずみのいもほり」他

●北東児童センター

◆親子ストレッチ教室（子育て支援事業）
11月 8 日 午前10：30～11：30
◆パソコン教室（対象：小学生）
11月15日 午後 2 ：30～ 4 ：30
「年賀はがきをつくろう」

◆秋の自然物であそぼう
11月16日 午前10：30～11：30
◆お年寄りとの交流会（子育て支援事業）
11月20日 午前 9 ：00～午後 2 ：00
◆パソコン教室（対象：大人向け）
11月28日 午前10：30～11：30
「エクセルで家計簿をつくろう」

●●両館合同事業●●
◆人形劇を楽しもう
日　時 11月 6 日 午前10：30～11：30
場　所 市文化ホール・小ホール
講　師 人形劇団　「こんぺいとう」

「クレリア」
費　用 無　料

★★今今月月のの朗朗読読ののつつどどいい
11月10日 午後 1 時30分から　
市民会館　 3 階和室　お気軽にご参加を！　

★★おお話話しし会会
11月24日 午後 2 時から　
市民会館　 3 階和室　楽しいお話いっぱい！

★★今今月月ののおお休休みみ
3 ・ 5 ・12・19・23・26・30日

●●問問いい合合わわせせ
市立図書館（市民会館内） 22-1121

※事業対象者は、明記がないかぎり 0 ～ 6 歳の幼児
とその保護者です。
北東児童センター　 23-5550
甘利児童センター　 23-1535

～その他多数入荷しましたのでご利用ください～

子育て支援センターにいらっしゃいませんか！
子育てトーク
11月 7 日 12月 5 日 ＡＭ10：30～12：00
第３回親子カウンセリング教室「子育て相談室」
11月 9 日 ＡＭ10：00～12：00（支援センター室）
講師　新津小児科カウンセラー　川辺修作先生　
子育て講座　「親子交通安全教室」
11月12日 ＡＭ10：30～11：30（保育園遊戯室）
韮崎警察署、市交通指導員によるお話と実施指導
七五三のお宮参りに参加しましょう
11月15日 ＡＭ10：00～（当麻戸神社）
子育て講演会　「子育てについて」
11月21日 ＡＭ10：00～12：00（保育園遊戯室）
講師　ちびっこはうす代表　宮沢由香先生
※保育園開放日は毎週水曜日ＡＭ10：00～12：00
●問い合わせ 韮崎市地域子育てセンター（藤井保育園内）

23-7676（ＦＡＸ兼用）
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すくすく元気な子に
育ってね！

美結（みゆ）さん
（平成12年9月3日生）
中田町中条1824 A-13
川俣健二・睦美さん

「福祉の日」記念まつりを心ゆくまで楽しみました
9 月30日、中央公園陸上競技場において、第15回韮崎市「福祉の日」記念ま

つりが開催されました。
当日は、高齢者や障害者を中心に、子どもから大人まで2,000人を超える多

くの市民のみなさまにご参加をいただき盛大に開催することができました。
参加者のみなさんは、運動会で汗を流しながら交流を深めたり、体験コーナー
や模擬店、友愛バザーなど多彩な催しを心行くまで楽しみました。
また、開催を裏方で支えていただいた、関係団体の皆様大変お疲れ様でした。

▲福祉功労者には感謝状が・・

赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
10
月

１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

「
応
援
が
あ
る
か
ら
が
ん
ば

れ
る
」
を
合
い
言
葉
に
12
月

31
日
ま
で
行
な
い
ま
す
。

▲ちからをあわせて転がして・・

友
愛
バ
ザ
ー

手
に
持
ち
き
れ
な
い
ひ
と
も
・
・

▲穴山の里のバンドも上手でした。

募
金
は
、
地
域
福
祉
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
な
ど
の

推
進
に
役
立
ち
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

このコー
ナーに

写真・情
報を

お寄せく
ださい
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地地地地域域域域のののの安安安安全全全全はははは緊緊緊緊急急急急通通通通報報報報協協協協力力力力タタタタククククシシシシーーーーがががが見見見見張張張張りりりりまままますすすす
＝緊急通報協力タクシー協定・出発式＝

10月12日韮崎警察署前庭に
おいて、「生活安全緊急通報
タクシー」活動の出発式を行
ないました。
これは、峡北地域に本社及

び営業所のあるタクシー会社
のタクシー約100台が走行中、
地域の安全を見回るものであ
り、不審者や危険に合いそう

韮崎警察署・長坂警察署及び
峡北地区タクシー協会による調印式

10
月
７
日
、
武
田
の
里
ま
つ
り
「
武
田
勝
頼
公
新
府
入
城
祭
り
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
「
勝
頼
公
」
は
韮
崎
市
消
防
団
長
久
保
田
豊
一
氏
が
、
ま
た
、「
重
臣
及
び
女
房

衆
に
は
、「
小
さ
な
旅
」
に
応
募
さ
れ
た
参
加
者
や
市
消
防
団
の
皆
さ
ん
な
ど
大
勢
の

方
々
が
扮
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
ハ
ー
レ
ー
・
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
・
パ
レ
ー
ド
や
各
小
学
校

の
鼓
笛
隊
や
踊
り
の
ほ
か
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
よ
り
、
市
長
を
始
め
と
し
た
一
行
が
オ

ー
プ
ン
カ
ー
等
で
パ
レ
ー
ド
に
参
加
さ
れ
、
お
祭
り
に
色
を
添
え
ま
し
た
。

お楽しみ抽選会 的当てゲーム

ハーレー・ダビッドソン パレード

になった子供や女性等を発見した場合、無
線を利用して警察署に通報し、状況に応じ
て子供、女性等を緊急避難させるため車内
に保護するなど、地域における安全活動の
一翼を担うものであります。
協力タクシーは、車内外にステッカーを
貼り地域安全の広報啓蒙活動を同時に行な
います。

タクシーに貼られる
ステッカー

～宮沢賢治がいざなう～宮沢賢治がいざなう
秋の銀河の世界～秋の銀河の世界～

新名所「銀河鉄道展望公園」から
秋の星空をのぞいてみませんか。
ドブソニアン（口径32ｃｍ　天体

望遠鏡）でアンドロメダ大銀河もは
っきり！
秋の夜長、230万光年の旅にでて

みませんか。
日　時：11月11日

午後 5 ：00～ 8 ：30まで
会　場：穂坂町広域農道沿い

「銀河鉄道展望公園」
内　容：アニメ上映・ミニ演奏

星空の観測会　他
＊寒さ対策をお願いします。
●問い合わせ
産業経済課　商工観光室観光係

（ 内線243）
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ゴミの減量化にご協力をお願いします！　

韮崎市ホームページアドレス　http://www.city.nirasaki.yamanashi.jp/

☆市の施設を無料開放します☆
第16回県民の日に伴って、市の施設を無料開放します。
1 ．日　　程 平成13年11月20日
2 ．開放施設 韮崎市営運動場　　

＊開放時間　AM 9 : 00～PM4 : 00
（グラウンド、体育館、卓球場、柔道場、剣
道場、婦人トレーニング、テニスコート）
ゆーぷるにらさき
＊開放時間 AM10 : 00～PM6 : 00
（浴室、ウオーターガーデン）
＊開放施設や開放時間に注意してご利用ください。

〇問い合わせ
市営総合運動場　　 0551-22-0498
ゆーぷるにらさき　 0551-20-2222

成人式のお知らせ
平成14年成人式を下記により挙行しますのでお知らせ
します。
日　時 平成14年 1 月14日 祝日

受付時間：AM 9 ：00～ 9 ：45
場　所 市文化ホール・大ホール
※記念集を作成したり大抽選会も開催します。
案内状は11月上旬に郵送します。また、転出等により
現在市街に住んでいる方も希望により出きますのでお問
い合わせください。
●問い合わせ 教育課生涯学習推進室（ 222・223）

第6回山梨県失語症者のつどい
日　時 平成13年11月25日 AM10：00～PM 3 ：00
場　所 石和町スコレーセンター
参加費 1,500円（弁当付き）700円（弁当なし）
内　容 「遊びを通して共感、共想、共生」

野呂瀬　秀　先生
問い合わせ 山梨温泉病院　 0553-26-3030

2255年年

2255年年

保険料を納めた期間 現在、保険料未納

保険料を納めた期間 現在、保険料未納

▼退職

2255年年

保険料を
納めた期間

現在
未納

▼60歳
保険料
未納

厚生年金
加入期間

保険料
免除期間

任任意意加加入入制制
度度のの利利用用をを

●お問い合わせ
自衛隊山梨地方連絡部　甲府市北新 1 丁目 7 － 9 

055-253-1591

平成14年採用自衛隊生徒・貸費学生募集

自衛隊では、自衛隊生徒・自衛隊貸費学生を下記のとお
り募集します。
自衛隊生徒
自衛隊の中堅となる陸・海・空の曹（部隊の専門技術者）
を養成する制度で、高校の卒業資格が取得できます。

資　　格
受付期間
試験期間
合格発表

平成14年4月1日 現在 17歳未満の男子で中卒 (見込み) の者
平成13年11月 5日～平成14年1月4日
１次：平成14年1月 6日／２次：平成14年1月19日～22日
１次：平成14年1月16日／２次：平成14年2月19日

貸費学生
大学（大学院を含む）に在学する学生で歯科、理学、工
学の各技術を専攻し、卒業（修了）後、その学術を応用
して自衛隊に勤務しようとする者に対し、学資金（毎月
50,000円）を貸与する制度です。
資　　格

受付期間
試験期間
合格発表

（1）衛生 大学の歯学部歯学科の3～6年次または大学院　
の歯学研究科

（2）技術 大学の理学部・工学部の3～4年次または大学
院修士課程在学

平成13年12月3日～平成14年1月25日
平成14年 2月3日
平成14年 4月下旬

年金からのお知らせ
無年金者にならないために

“もう一度チェック！あなたの年金”
★ 老齢基礎年金を受け取るためには、最低25年以上国
民年金保険料を納めることが必要です。
せっかくの「受給資格期間」ムダにしていませんか？

(1）国民年金保険料を納めたことがある人

この保険料を納めた期間をムダにしないで、今からでも保険料を納め老齢
基礎年金を受けられるようにしましょう。

(2)  厚生年金などの加入期間がある人

厚生年金の加入期間がムダになってしまいます。たとえば厚生年金加
入期間が10年間あっても、受給資格期間が最低25年以上ないと老齢基礎
年金も老齢厚生年金も今のままでは受け取ることができません。今すぐ
保険料を納めてください。

(3) 保険料の未納期間があり、60歳になるまででは受給
資格期間を満たせない人

あきらめないで、任意加入し保険料を納めて受給資格期間を満たして
ください。 65歳になっても年金受給権が確保できない人は、70歳にな
るまで加入することができます｡（昭和30年 4 月 1 日以前生まれの人のみ）

●問い合わせ　
市民生活課　市民室国民年金係（ 内線114・115）

持持持持家家家家住住住住宅宅宅宅普普普普及及及及促促促促進進進進支支支支援援援援制制制制度度度度
市内に住宅を新築した方が借入れした資金に対し、一
部を助成します。
●受給資格
・住宅の未所有者が専用住宅（併用住宅にあっては、居
住部分が２分の１を超えるものに限る。）を新築（建
売住宅の取得を含む）し、自ら居住する場合。
・住宅の未所有者が二世帯住宅を新築（ 2 以上の炊事室
と便所、 4 以上の居住室及び浴室があること、建売住
宅の取得を含む）し、二世帯が居住する場合。
・住宅の所有者であって、改築もしくは改修をし、二世
帯が居住する場合。
・住宅の完成（取得）後 1 年を経過した場合は、受給資
格を失う。
●支援金額
専用住宅を新築した方に対しては、その方が借入した
資金のうち500万円を、二世帯住宅を新築した方に対し
ては1,000万円を限度とし、年 1 ％の割合で計算した額
を 3 年間に限り支援する。
※　持家住宅普及促進支援金制度は、平成14年 3 月31日
で効力を失います。ただし、同日までに完成した住宅に
ついては、なお効力を有します。
●申込み・問い合わせ 建設課建設室庶務係（ 内線267）
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項　目 実　施　日 実施時間 会　場 相　談　内　容

心 配 ご と
相 談

毎週月曜日
AM10：00～

PM 3 ：00
市 役 所

生活・身の上等の日常生活の悩み
に関する相談

子 ど も の
相 談

毎週木曜日
AM10：00～

PM 3 ：00
市 民 会 館

子どもの教育など子育てに関する
悩みの相談

結 婚 相 談 毎週日・水・金曜日
AM 9 ：00～

PM 4 ：00

結婚相談所
（市民会館３階）
各地区相談所

結婚相手の紹介や相談に応じ、幸
せな家庭が築けるよう協力します

無 料 法 律
相 談

1 1 月 2 2 日
PM 1 ：00～

PM 4 ：00
法律的相談であればにどんなこと
でも可（実施日２日前までに予約を）

行 政 相 談 毎月第 1 ～ 3 月曜日
PM 1 ：00～

PM 3 ：00
市 役 所

国や県、市の行政などについての
相談

いじめなど
の教育相談

毎週月・火・水曜日
AM 9 ：30～

PM 4 ：00
市 民 会 館

いじめ問題に関する学校教育カウ
ンセリング

● 10月の医療費 ●

市が10月に病院などに支払った
医療費をお知らせします。

国民健康保険　 85,367,025円
（前月比 8.20％減）

＊ 1 人当り　　 10,940円
老人保健 218,173,870円

（前月比 0.71％減）
＊ 1 人当り　　 47,678円

健康に気をつければみんなの負
担（保険税）が軽くなります。医
療費の節約に、ご協力ください。

そうだん

各種税金の支払いは、便利な口座振替で！　詳しくは税務室まで（内線152・153）

※持ち物（健　　診）母子健康手帳・バスタオル・保険証・印鑑
（教　　室）各種健康手帳・筆記用具・教室に応じて体操のできる服装
（相　　談）各種健康手帳
（予防接種）母子健康手帳・問診票

11月の健康カレンダー

H13年 7月生

H13年 4月生

H12年12月生

H12年 4月生

H10年10月生

H11年10月生
母 親 学 級

1日～15日生
PM1:00～
16日～31日生
PM1:30～
※都合の悪い
方はPM2:00
までに受付を
済ませて下さ
い。

健　診 対　象 健診日 受付時間 会　場

受付時間 会　場

機 能 訓 練 教 室

予防接種

相　談
母子健康手帳交付
一 般 健 康 相 談

PM1：30
～ 4：00

AM9：30
～

PM4：00

保健福祉
センター

（市立病院北）

PM1：30

保健福祉
センター

（市立病院北）

実　　施　　日

12日 初産婦：母乳について
17日 初産婦：育児について

11月2・5・7・12・14・16・
19・21・26・28・30 日

保健福祉
センター

（市立病院北）

育 児 相 談
離 乳 食 教 室 19日 対象：H13年6月生

毎週月・金曜日

26日

4 カ 月 児

7 カ 月 児

1 1 カ 月 児

1 歳 6 カ 月 児

3 歳 児

2 歳 児 歯科健診

20日

21日

22日

13日

15日

14日

実　施　日 受付時間 会　場教　室

時　間 会　場対　象

ポ リ オ
H12年 6月生
～13年7月生

PM1：30
～ 2：30

市営総合運
動場体育館

栄 養 相 談 27日 ※要予約
23-4310

AM9：30
～PM3：30

要予約
23-4310

接種日

11月 6日
13日

個 別 健 康 教 室
13日 高血圧
14日 高脂血症

市 役 所

Q：この間健康診断を受診したら、「PSAが高いから一度病院へ行って診てもらった方が
いいよ。」と言われました。
PSAなんて初めて聞くもので、いったい何が悪いのかわかりません。病院へ行ったほう

がいいのでしょうか。

A：PSAとは「前立腺特異抗原」と言われるもので、前立腺から分泌され血液中に入った
PSAを健康診断の時に測定しているわけです。
PSAが高いときは、巨大な前立腺肥大症や、前立腺炎なども疑われますがやはり一番疑

わなければならないのが前立腺癌です。すなわちPSAは前立腺癌の腫瘍マーカーなのです。
最近の統計では前立腺癌の増加率が極めて高くなっているため一

部の市町村ではPSAを健康診断の項目に入れるようになってきてい
ます。前立腺癌も早期発見ができれば根治的治療が可能です。
是非専門医に相談してみてください。

市立病院・泌尿器科
医長　別府正典

健 康 Q & A 「前立腺癌」
市市でで行行ななっっ
てていいるる「「実実年年検検
診診（（人人間間ドドッッ
クク））」」をを活活用用しし
ままししょょうう。。
申申込込はは3300日日
ままでで！！

育 児 学 級 29日 対象：H10年4・5月生
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＝老人福祉センターバス＝

こぶし号

11月の巡回日程
変更のある場合には、各地区の代表
者を通じて連絡します。

11月のカレンダー
市民憲章（昭和44年10月制定）

1 自然を愛し、美しいまちをつくりましょう。

1 勤労を尊び、豊かなまちをつくりましょう。

1 教養を高め、文化のまちをつくりましょう。

市の花　つつじ
（昭和43年10月制定）

市の木　こぶし
市の鳥　チョウゲンボウ
（平成元年 4 月制定）

第26回峡北縦断駅伝競走大会
スターライトセレナーデ in  Autumn
PM5:00～穂坂町「銀河鉄道展望公園」

青少年社会参加活動
PM 1 ：30～　市内全域

高血圧個別健康教室（保健福祉センター）
介護保険定例相談会AM9：30～4：00

（保健福祉センター）
社放研ほほえみ竜岡公民館PM7：30～

環境講演会 PM1:30～ 市役所 4 階大会議室

5
月

21
水

6
火
社放研すずらん　PM 1：30～ 市民会館

22
木

7
水

23
金

8
木

24
土

9
金
社放研もみじ　PM 8：00～ 藤井公民館

25
日
ブリーズリサイタル PM 2 時開演

(市文化ホール)

10
土

26
月
国民年金保険料第8 期（11月分）納付指定日

11
日

27
火

武田の里婦人大学移動学習（箱根コース）
韮崎駅前 AM7:20集合

穴山町総合健診結果報告会（穴山公民館）

12
月

28
水

中田町総合健診結果報告会（中田公民館）
「譲渡の内容のお尋ね」

市役所 1 階防災会議室（28日～30日）

13
火

29
木

武田の里婦人大学移動学習（北の鎌倉コース）
韮崎駅前AM7:20集合

穂坂町総合健診結果報告会
（穂坂コミュニティーセンター）

14
水
高脂血症個別健康教室（保健福祉センター）

30
金
国民健康保険税第 5 期納期限

15
木
献血　AM10:00～3:30 市役所
年末調整説明会 PM1:00～市文化ホール

16
金
老壮大学　PM12：50～　市民会館

3
月

17
土

4
火

18
日

12/1
土

19
月

2
日

20
火
社放研あすなろ　市民会館　AM10:00～

市の人口 男　　　 16,327人
（10月 1 日現在） 女　　　 16,771人
世帯数　 11,595世帯 計　　　 33,098人
対前月比　＋39世帯 対前月比　＋31人
（国勢調査をもとにした常住人口32,671人・10,768世帯）

第38回県一周駅伝競走大会（～2日まで）

31
日

5
月
富士見 1 ～ 3 丁目・岩下・
上の山

6
火
穂坂町日の城・三之蔵・上の
原・権現沢

7
水 穂坂町上今井・原・長久保

8
木 藤井町敬老会

9
金 中田町敬老会

10
土

11
日

12
月 富士見福祉まつり

13
火 穂坂町三ツ沢上、下・飯米場

14
水
穂坂町柳平・宮久保
・鳥の小池

15
木

藤井町上野・坂井・北下条
・南下条

16
金 老壮大学

17
土

18
日

19
月

中田町全区20
火

藤井町駒井・鳥居・絵見堂
・蔵の前・相垈・道下

21
水 静心寮

22
木 穴山町全区

23
金 勤労感謝の日

24
土

25
日

円野町全区
26
月

27
火 一人暮らし老人交流会

28
水 清哲町全区

29
木 神山町全区

30
金 旭町北割

12/1
土

2
日

3
月 大草町全区

4
火 竜岡町全区

小児科教室「アトピー性皮膚炎」
PM3:00～市立病院 6 階

市民会館からのお知らせ
市民会館の大ホール改修工事のた

め、12月から 2 月までの 3 ヶ月間は
5 階大ホールを使用することはでき
ませんので、お知らせします。
工事期間中の「武田の里婦人大学」
及び「老壮大学」は、市文化ホール
で行います。（市民会館 22-1121）

こ
の
広
報
紙
は
、
古
紙
配
合
率
一
○
○
％

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

第第4646回武田の里韮崎市文化祭回武田の里韮崎市文化祭
会場　韮崎市文化ホール

展示部門
11月 1 ～ 4 日　AM 9 時～

22～25日　AM 9 時～
※ 1 ・22日のみPM 5 時～ 6 時30分

発表部門
11月 3 日・ 4 日　AM 9 時～

「全国生涯学習まちづくり
フォーラム・にらさき大会」

日　時　11月17日～18日
会　場　韮崎市文化ホール

受付　17日　PM 1 ：30～
18日　AM 9 ：00～

参加申込　市教育委員会生涯学習推進室
22-1111（内線 222・223）


